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令和８年度 武蔵野市立関前南小学校 学校経営計画書 
 校 長  曾我 泉  

はじめに 
 

子供たちが、自らの感性を働かせ、どのような未来を切り拓いていきたいのか考え、実現していくための道をつ

くっていき、歩んでいくためには、学力はもちろんのこと、自分を大切にし、同じように周りの人も大切にできる人権

尊重の精神、社会で共に支え合って生きていくための規範意識や社会参画意識、またよさやたのしさ、美しさを大

切にできる豊かな感性が必要です。 

第四期武蔵野市学校教育計画は、『自他の幸せと豊かな社会を実現する未来の創り手を育む』という基本理

念の実現を目指し、「学校での子どもの育ちや学びを支える基盤をつくる」「自らの人生を切り拓く自信と意欲を

育む」「多様性を生かし、社会を形成する力を培う」の３つの方針を設定しています。 

本校においても、市の掲げる基本理念を基に、教育目標として『人間尊重の教育を基盤として、心身ともにたく

ましく、情操豊かで創造力に富み、生涯にわたって自己陶冶をめざす児童を育成する。さらに、進んで国際社会に

参加、協力できる能力と態度を培う。』を掲げ、「しっかり考える子ども【重点】」「すなおでやさしい子ども」「元気

な子ども」を３つの柱とした教育目標の達成を目指します。 

関前南小学校に集う全ての人が、一人の人間として大切にされ、お互いの違いを認め合い、受け入れ合う温か

い学校を築き上げていきます。そのような温かい関係性の中で、地域や学校に誇りをもち、他者と十分にかかわり

ながら、主体的に参画する力や多様な人々と協働する力を培います。また、デジタルを活用した資質・能力の向上

を推進するとともに、学校・家庭・地域の連携を深めた教育活動を進め、生涯を通して学び続けることができる、心

豊かでしなやかにたくましい 責（せき）任をもち、前（まえ）向きに、皆（みな）で、未（み）来へむけてすすんでいく

「関南の子」を育んでいきます。 

 

目指す学校 
 

 

 

◇ 主体的に学びに向かい、粘り強く取り組む子どもを育てる学校   

◇ 自分の成長も周りの成長も共に喜べる学校 

◇ 親しみのある、安心感のもてる学校     

◇ 地域の中にある、地域とともに歩む学校 

 

・将来に向け、向上心をもち主体的に学び続ける意欲をもつ児童 

・かかわりを通して他を認め思いやるとともに、自己を肯定できる児童 

・きまりを大切にし、命と体を大切にする児童 

・学校・地域に誇りをもてる児童     

                             

 

・参画意識をもち、できることを考え前向きに行動できる教職員 

・子供たちの成長を共に喜ぶとともに互いのよさを認め合える教職員 

・向上心をもち自己研鑽に励む教職員                 

・子供に寄り添い、保護者・地域に信頼される教職員 

責（せき）任、前（まえ）向き、皆（みな）で未（み）来へ 

『ひかり輝け この広場から』 
～みんなで学ぶ みんなで創る～ 

目指す児童像 

目指す教職員像 
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中期目標と方策 
教育目標の実現に向けて 

(１)「しっかり考える子ども」の育成を目指して 

【確かな学力を身に付け、資質・能力を育む教育】 

(２)「すなおでやさしい子ども」の育成を目指して 

【豊かな人間性を育む心の教育】 

(３)「元気な子ども」の育成を目指して 

【自らの心と体を大切にする健康教育】 

三つのきょういく「教育 共育 今日行く」の実現に向けて  

（４） 【教育を充実する 校内体制】 

       特色ある教育活動 

       教職員の資質能力の向上とやりがいの充実に向けて  

全職員が学校運営の主体者となるための取組 

（５） 【共育を充実する 開かれた学校づくり】   

       チームでの対応 

地域とともにある開かれた学校づくり         

（６） 【今日行くを充実する 安全・安心な学校づくり】 

       生活指導の充実 

       誰も取り残さない支援の充実 

  

今年度の重点目標と方策 
  

責任（せき）をもち粘り強くたくましく、前向き（まえ）に自分から笑顔でしなやかに、皆（みな）で

協働を意識して、未来（み）へ向かって一歩ずつ成長しよう 

 

教育目標の実現を目指して 

（１）【確かな学力を身に付け、資質・能力を育む教育】 

・主体的・対話的で深い学びを授業改善の視点とし、単元を通した概念を生かした学びを通して、児童の

学びに向かう力、粘り強く学ぶ力を醸成する。 

・探究的な単元構成やカリキュラムマネジメントを取り入れ、自ら問い続ける児童を育成する。 

・言語活用能力、情報活用能力等、学習の基盤となる資質能力の育成を計画的に行い、活用することを

通して思考力、判断力、表現力等の育成を図る。 

・デジタル学習基盤を活用した、個別最適な学びと協働的な学びの充実を図り、互いに学び合い高め合

う態度の育成を促進するとともに、知識技能の定着を図る。 

・教科担任制、習熟度別指導等による教科の特性を生かした指導の充実 

 

（２）【豊かな人間性を育む心の教育】 

・多様な他者とのかかわりを通して、多様な価値観を認め合う人権尊重教育の推進を図る。 

・学級や学校における所属感を高める指導を行い、自己肯定感の向上を図る。 

・児童が当事者意識をもち、意見を述べ、学校づくりに関わっていく社会参画意識の育成を図る。 
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（３）【自らの心と体を大切にする健康教育】 

・日常的な運動の場と多様な取組の充実を促進する。 

・生涯を健康で安全に過ごすための、自らの心身を大切にする素地を醸成する。 

・食育および健康教育の充実を図り、自ら行動できる児童を育成する。 

・自分も周りも大切する命の教育の確実な実施。 

 

三つのきょういく【教育 共育 今日行く】を目指して  

（４）【教育を充実する 校内体制】 

 【４－１】特色ある教育活動の推進を目指して 

         ・５５周年を通した愛校心の育成 

・「武蔵野市民科」を中心とする、中学校と連携した市民性を育む教育活動の充実 

・ICTを日常から適切・安全に利活用できる資質を育むデジタル・シティズンシップの醸成 

・「読書センター」「情報センター」「学習センター」としての学校図書館の活用と読書旬間の設定  

・本校ならではの特徴を生かした教育活動の推進 

土俵を生かして行う「関前場所」   「関ラン」「関縄集会」 「吹奏楽クラブ」 

【４－2】教職員のやりがい支援や校務DXを含めた働き方改革の取組 

・主体的に取り組む教員研修の充実 

   校内研究会の工夫、校内研修会の実施、OJT研修、ICT研修の設定、日常的に学ぶ体制作り 

・校務DXの推進による会議の精選と確かな情報共有の方法の検討 

・勤務時間と組織的対応の工夫による子供たちと向き合う時間の創出と充実 

・(教育)公務員としての服務遵守の徹底 

 【４―３】全教職員が学校運営の主体者となるための取組 

        ・一人一人の活躍の場を広げる校務分掌配置 

        ・主体的に学び続けるモデルとしての理解を促進する。 

 

（５）【共育を充実する チーム対応のための開かれた学校づくり】 

  【５－１】チームでの対応 

      ・学年団で取り組む、学年経営 

         学年担任、副担任制の活用  組織的な対応（経営部会、学年主任会、校内委員会、いじめ対策等） 

 【5－２】地域とともにある「開かれた学校」づくりを目指して 

・開かれた学校つくり協議会と協働する 

学校にかかわる様々な立場の人が主体的に教育活動に関わろうとする仕組みを構築する。 

地域共同本部、地域コーディネーターとの連携、地域人材を活用した教育活動の充実 

・家庭・地域との連携  

学校だより、学年・学級だよりを活用、学校ホームページを活用した教育活動の周知。 

ＰＴＡとの連携、「開かれた学校づくり協議会」「学校関係者評価」、「学校評価」 

日頃からの相談体制を構築し保護者との連携 

   ・幼保子・小連携、小中連携した活動の充実 

６年生の中学校へ訪問 

武蔵野スタートカリキュラム改訂版を基にした小学校生活の始まり 

近隣幼稚園・保育園等との連携 幼保子小連携事業の実施     
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 （６） 【今日行くを充実する 安全・安心な学校づくり】   

 【６－１】生活指導の充実 

・個性の伸長、自己実現などの視点をもった積極的な生徒指導の共通理解と組織的な展開 

「挨拶」を取り入れた自己他者理解、他者肯定の意識の向上 

基本的生活習慣の確立と規範意識の育成 

見直したいじめ防止基本方針や SNSルール、ふれあい月間、全学年個人面談などの取り組み 

いじめ防止を推進する取組の実施 

「いじめ対策委員会」を中心に、組織的かつ迅速に対応 

      ・互いを認め合う意識の醸成 

             成長を認め、喜び合う場の設定 

             共に成長する機会の創出        

 

【６－２】誰も取り残さない支援の充実 

・教育相談体制の充実     

それぞれの子どもたちが、自分なりの居場所を作れるように校内で組織的に対応 

相談しやすい体制づくり 

スクールカウンセラー、派遣相談員の積極的な活用 

・特別支援教育コーディネーターを中心とした校内体制の充実 

月１回の校内委員会において、具体的な支援策を構築し、校内体制の一層の充実 

関係諸機関との連携 

・児童一人一人の困り感に寄り添った個に応じたよりよい指導・支援 

不登校対策委員会の設定と支援の充実 

保護者・関係機関と連携した改善策の検討 

家庭と子どもの支援員と連携した個々に応じた指導 

 


